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主な内容
平成２４年度決算　　　２　　　　　
平成２５年度補正予算　７
一般質問　　　　　　　８
議決一覧　　　　　　１３

（栗野幼稚園児による
  オープニングセレモニー）
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平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
に
お

い
て
、
平
成
24
年
度
歳
入
歳
出
に

係
る
決
算
の
認
定
に
付
す
る
議
案

が
上
程
さ
れ
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

の
予
算
執
行
状
況
と
施
策
の
成
果

に
つ
い
て
、
審
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

審
査
期
間

　
　

平
成
25
年
９
月
12
日

～　

9
月
27
日

審
査
場
所

　

吉
松
庁
舎

２
・
３
委
員
会
室

及
び
現
地
調
査

審
査
の
着
眼
点

　

予
算
が
目
的
に
従
っ
て
適
正
か

つ
効
果
的
に
執
行
で
き
た
か
。

　

ど
の
よ
う
な
行
政
効
果
が
発
揮

で
き
た
か
。
ま
た
、
改
善
工
夫
が

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
べ
き
か
等
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

委
員
長

　

吉
永　

義
和

副
委
員
長

　

久
留
須　

修

委　

員

　
　

橋
元　

義
嗣

　
　

松
元　

昭
治

　
　

綾
織
ま
ち
子

　
　

森
山
マ
ス
ミ

平成２４年度　すべての会計を認定

決算審査特別委員会審査報告

予
算
は
ど
う活

か
さ
れ
た
の
か



議会だより　ゆうすい　No.363

　
審
査
結
果
の
概
要

　
　

決
算
審
査
の
力
点
は
、
予
算

が
議
決
し
た
趣
旨
目
的
に
従
っ
て

適
正
に
、
そ
し
て
効
率
的
に
執
行

さ
れ
た
か
ど
う
か
。
そ
れ
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
に
行
政
効
果
が
発
揮

で
き
た
か
。
そ
れ
か
ら
見
て
、
今

後
の
行
財
政
運
営
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
改
善
工
夫
が
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
大
き
な
着

眼
点
と
し
て
、
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
湧
水
町
一
般
会

計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
、
決
算
書
、
主
要
施
策
成

果
説
明
書
、
審
査
資
料
等
に
基
づ

い
て
、
室
内
審
査
及
び
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
現
地
調

査
は
、
工
事
個
所
は
勿
論
の
こ
と
、

各
施
設
で
の
運
営
や
業
務
の
成
果

等
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
そ
の
結

果
、
本
町
の
歳
入
歳
出
決
算
状
況

は
、
予
算
編
成
に
基
づ
き
効
率
的

に
執
行
さ
れ
、
初
期
の
成
果
を
納

め
、
財
政
運
用
状
況
も
概
ね
良
好

で
あ
る
と
認
定
し
ま
し
た
。

　
現
地
審
査
状
況

平成２４年度　すべての会計を認定
一般会計

特　別　会　計

国民健康保険 介護保険 後期高齢者

歳 入 総 額 7,578,465,537 1,520,377,506 1,274,096,059 133,746,141 

歳 出 総 額 7,245,138,153 1,491,711,507 1,259,490,109 133,682,241 

差 引 額 333,327,384 28,665,999 14,605,950 63,900 

翌年度に繰り越すべき財源 93,769,000 0 0 0 

実 質 収 支 額 239,558,384 28,665,999 14,605,950 63,900

水道事業

収　　益　　的
計

資　　本　　的
計

収　入 支　出 収　入 支　出

175,743,532 173,792,546 1,950,986 85,868,583 139,790,488 △ 53,921,905

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額 53,921,905 円は、過年度分損益勘定留保資金で補てん
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平成 24年度　　決算　主要事業
交通対策事業

総合交流施設管理

職員メンタルヘルスカウンセリング業務

内　容

質　疑

質　疑

質　疑

答　弁

答　弁

答　弁

内　容

内　容

事業費　1,755万1千円

事業費　6,691万5千円

事業費　26万6千円

公共交通機関の利用促進により路線の確保・存
続のため，各種協議会を通じた活動を行う。また，
町民の生活維持・観光客の利便性の確保のため
ふるさとバスを運行する。
交通対策事業ふるさとバスについて，事業費の
約１割が運賃収入で残りは，補助金を支出して
いる状況の中で，運賃収入は昨年度より減収し，
又燃料費は高騰して補助金も増加していること
についてどのように考えているか。又，デマン
ド方式にする考えはないのか。

　総合交流施設の温泉施設の利用者が，前年度
より約４，０００人減になっている。利用増を図
るには料金の値下げを考えるべきと思うが，そ
の考えはないか。

職員健康管理事業で，メンタルヘルスカウセリング業務
についてと，現在心の病で休職している職員がいるのか。

現在，これまでに運賃値上げや便数の削減など
行い運行しております。今後は，デマンド方式
を含め運行形態及び料金について総合的に検討
したい。

　今までにも検討してきておりますが，町内の温泉業者との関係もあります。また，一
方では，値上げしてもよいのではないかという意見もありまして，今の料金体系で行き
たいと考えております。利用促進につきましては，料金のことだけではなく，総体的に
検討していくべきと思っております。
　そこで，本年度は町のホームページの見直しを行い，利用促進等の啓発を行っています。
また，ご意見箱を設置しましたので，利用者の意見を聞いて改善できるところは，改善
して利用促進を図っていきます。

２４年度からの新規事業で，全員のストレス調査を行い
面談の必要があると診断された１５名に対し，１１名に
カウセリングを実施いたしました。現在休職者は１名お
ります。

総合交流施設の管理・運営

町職員の心の病の未然防止と心の健康保持増進を図るた
め，メンタルヘルスカウンセリング業務を委託し，職員
のメンタルの保持及び対策に努めた。
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平成 24年度　　決算　主要事業
予防接種事業

畜産防疫事業

教育相談員設置事業

質　疑

質　疑

質　疑

答　弁

答　弁

答　弁

内　容

内　容

内　容

事業費　2,139万1千円

事業費　575万5千円

事業費　127万7千円

妊娠中に感染すると胎児に心疾患などの障害を
もたらす風疹の感染症対策について

畜産防疫事業について，毎月２８日の防疫の日
が住民に浸透して防疫に対する認識が高まって
非常にいいことだと思っております。今後も努
力していただきたい。

教育相談員の設置事業で，相談員の指導の下で学習を
している生徒が延べ４５８人いるとあるが，この状況
をどのように考えているのか又，どのように対処して
いくのか。

全国的に流行していると新聞等で報じられてい
ますが，市町村によっては助成をする市町村も
あるようですが，本町は現在のところ助成はし
ておりません。

防疫対策につきましては，現在の対応の継続と，
えびの市・伊佐市・人吉市との協議会による情
報提供等，広域対応を含め努力して参ります。

不登校生徒については，いろいろな因果関係があると
思いますが，本人の病気以外の何らかの家庭の事情に
よって不登校になっているようであります。今後も問
題行動等の児童・生徒については，各学校や関係機関
と連携して対応します。また，今後も相談員の指導の
下で学習を行っていきます。

伝染の恐れのある疾病の発生及びまん延を予防
するため，各種予防接種の実施と費用の一部支
援を行い，健康の維持増進に寄与した。

家畜伝染病防疫対策の為，山林の買収と造成工
事等を行った。また，町内畜産農家へ消石灰の
配布を行い，経費軽減と農家の防疫への意識向
上を図ることができた。

いじめや不登校等，児童生徒の問題行動等の対応につ
いて，学校や家庭との相談体制の充実を図ることがで
きた。

平成23年度に整備された防疫施設
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都市計画事業

水道事業

行政改革推進事業

内　容

質　疑

質　疑

質　疑

答　弁

答　弁

答　弁

内　容

内　容

土地区画整理事業の基本設計となる，実施計画・
仮換地指定・建物調査等の各種設計を継続的に
行い。また宅地造成工事及び都市計画道路整備
等の進捗が図られた。

全体事業計画の今後の見通しはどうか。

供給単価より給水原価が１０円３４銭高いがど
う考えるか。

行政改革推進委員会について，開催日数及び内容は，ま
た合併後８年になるが，行政組織の見直し，それと職員
定員管理適正化等審議されたものか。

事業費ベースで進捗率６２％です。平成２１年
度から国庫補助が削減されてきております。又，
平成２５年度から起債対象路線の交付税算入路
線が廃止になるなど厳しい状況であり，現在都
市計画道路補助対象以外の区画道路等が補助対
象となるように国と協議をして財源確保を図り
ます。平成３１年度までに４３億円の事業計画
ですので，町の財政計画に支障がないように事
業の延伸を考えなければならない状況であり，
３年ほど延伸をして財源調整をしながら事業を
行っていきたい。

昨年，水道料金の統一を行いました。このこと
を踏まえて，赤字解消には努めなくてはいけま
せんが，現在のところ，国の消費税のアップ等
のことを考えると，住民に負担を掛けないよう
に，慎重に対応して参ります。

開催日数は、委員１２名の組織で上期下期の年２回開催
しております。内容は，平成２３年度に策定した第２次
行政改革実施計画の進捗状況を委員会に報告し，意見や
提言を頂いています。組織再編については，平成２１年
度に計画案をまとめておりますが，合併協議で決められ
た現組織は，１０年間維持する方針であります。今後，
組織再編計画（案）を見直し，職員定員管理適正化と併
せ，行政改革推進委員会及び地域審議会へ諮りたいと思
います。

生活用水その他の浄水を町民に供給するため，
事業を実施した。

住民本位の開かれた行政運営とスリムで効率的な行政組
織の確立を図るため，行政改革推進委員会からの提言を
踏まえ，本町の行政改革を推進する。

栗野駅前
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平成25年  第3回定例会

　第３回定例会は９月５日招集され，１０月１１日までの３７日間の会期で開催されまし
た。
　今定例会では，平成２５年度一般会計，特別会計及び水道事業会計の補正予算のほか，
平成２４年度の各会計の決算をそれぞれ可決，認定しました。
また消防ポンプ自動車購入に伴う財産の取得１件，水道事業会計未処分利益剰余金の処分
について，それぞれ原案のとおり可決しました。更に議員より，道州制導入に関する意見
書について発議がなされ，可決しております。
　一般質問では，議員４名が６項目について質問しました。

県のふるさとの森再生事
業の採択見込みにより，
林業専用道を整備するた
めの工事費です。

町道仲町湯ノ平線の交差
点改良に伴う工事費で
す。

轟地区の防災拠点として
の総合的な整備を行うた
めの消防団詰所用地購入
費です。

総額  66億4,463万7,000円に

一般会計補正予算　3,030万3,000円可決

林業専用道整
備工事費

430万円182万円187万9千円

町道等整備
工事費

公有財産
購入費

稲葉崎車場地内
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一 般 質 問

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
は
、
所
得
割

額
・
資
産
割
額
・
均
等
割
額
・
平
等
割

額
に
よ
っ
て
按
分
す
る
４
方
式
で
賦
課

さ
れ
て
お
り
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額

に
つ
い
て
は
市
町
村
平
均
並
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
資
産
割
額
の
税
率
は

62
・
25
％
で
県
内
43
市
町
村
２
番
目
に

高
い
大
幅
な
課
税
割
合
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

納
税
者
の
高
齢
化
と
共
に
、
現
在
の

社
会
情
勢
の
中
で
は
、
所
得
向
上
は
、

望
め
な
い
減
収
す
る
方
向
で
あ
る
そ
の

よ
う
な
中
で
保
険
税
率
の
資
産
割
額
の

負
担
率
が
大
き
く
滞
納
額
が
増
加
す
る

要
因
の
一
つ
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
資
産
割
額
の
課
税
の
な
い
市
町

村
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
産
割
額
の
見

直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
町
長
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
国
保
会
計
の
運

営
状
況
を
み
て
、
国
民
健

康
保
険
基
金
残
高
の
減
少
、
町
の
財
政

状
況
か
ら
し
て
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
も
厳
し
く
、
ま
た
国
の
動
向
等
を
見

た
場
合
、
現
状
で
は
資
産
割
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
資
産
割

の
見
直
し
・
減
額
を
行
う
と
、
減
額
分

を
所
得
割
や
均
等
割
・
平
等
割
で
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
滞
納
者
の

中
に
は
資
産
割
が
課
税
さ
れ
な
い
無
資

産
者
が
多
く
、
見
直
し
に
よ
り
更
に
滞

納
者
が
増
加
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
よ
っ
て
、
現
時
点
で
資
産
割
の
見

直
し
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

遊
休
地
を
活
用
し
た

景
観
形
成
に
つ
い
て

　

広
域
農
道
こ
が
ね
ロ
ー

ド
入
口
か
ら
、
西
側
へ
国

道
２
６
８
号
線
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
が
並
行
し
て
い
る
沿
線
で
、
延
長
約

３
０
０
ｍ
の
路
線
の
法
面
に
当
た
る
Ｖ

字
型
に
な
っ
た
遊
休
地
を
造
成
し
て
、

遊
休
地
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

景
観
形
成
を
行
な
う
考
え
は
な
い
か
お

伺
い
し
ま
す
。

　

国
道
２
６
８
号
線
は
県

が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

は
町
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
、

除
草
等
の
維
持
管
理
作
業
を
行
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
遊
休
地
を
活
用
し

た
景
観
形
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

関
係
機
関
と
協
議
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

国民健康保険税資産割税率の見直しについて

現状では資産割に頼らざるを得ない
吉永　義和　議員

町 政 を 問 う !

吉
永

吉
永

町
長

町
長

こがねロード遊休地

国民健康保険税算定方式

医療分　 後期高齢医
療支援金分

介護分
（40～ 64歳
の方）

所得割額
総所得金額−33万円
（基礎控除）

7% 1.6% 1%

資産割額
当該年度の固定資産税額 46% 11% 5.5%

均等割額
被保険者１人あたり 20,700円 4,800円 5,800円

平等割
１世帯あたり 20,700円 4,800円 4,100円

課税限度額 ５１万円 １４万円 １２万円
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一 般 質 問

平
成
21
年
の
一
般
質
問
で
、

水
の
里
構
想
に
つ
い
て
の

町
長
の
答
弁
の
中
で
、
川
内
川
の
阿
波

井
堰
の
工
事
完
成
予
定
の
平
成
27
年
度

以
降
に
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
旨

の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
阿
波
井

堰
の
工
事
も
進
む
中
で
、
そ
の
状
況
を

踏
ま
え
、
水
の
里
構
想
に
つ
い
て
、
当

初
の
計
画
は
、
竹
中
池
周
辺
か
ら
熊
野

神
社
ま
で
と
広
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

熊
野
神
社
を
中
心
と
し
た
防
災
も
兼
ね

る
広
場
や
上
床
に
つ
な
が
る
道
路
整
備

も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
再
度
、
水
の
里
構

想
の
計
画
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
伺

い
ま
す
。

　

水
の
里
構
想
に
つ
い
て

は
、
防
衛
施
設
周
辺
民
生

安
定
施
設
整
備
事
業
の
補
助
採
択
基
準

等
に
合
致
し
な
い
た
め
、
事
業
を
再
開

す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
野
神
社
周
辺
は
民
有
地
で

す
の
で
難
し
い
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

竹
中
池
周
辺
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
合
的
冠
水
被
害
軽
減
計
画
な
ど
他
の

補
助
事
業
と
防
衛
施
設
周
辺
民
生
安
定

施
設
整
備
事
業
を
あ
わ
せ
て
、
地
域
の

方
々
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
は
、
竹

中
池
プ
ー
ル
の
利
用
者
が

多
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
臨
時
駐
車
場
に

す
る
と
い
う
対
応
が
あ
り
ま
し
た
。
竹

中
池
プ
ー
ル
の
利
用
者
の
た
め
の
休
憩

所
を
兼
ね
た
駐
車
場
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

仮
設
駐
車
場
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
整

備
す
る
こ
と
や
、
進
入
道
路
の
検
討
な

ど
が
で
き
な
い
か
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

用
地
の
交
渉
も
し
て

み
ま
し
た
が
難
し
い
で

し
た
。
地
権
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
難

し
い
で
す
。
総
合
的
冠
水
被
害
軽
減
対

策
等
、
こ
う
い
う
事
業
を
取
り
な
が
ら
、

そ
の
中
で
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
や
っ
て

い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。

湧
水
町
全
体
の
事
を
考
え
な
が
ら
、
そ

の
中
で
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
位
置

付
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

水の里構想の計画

他の補助事業等の活用
境田　公明　議員

町 政 を 問 う !ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

境
田

境
田

町
長

町
長

熊野神社周辺の狭い道路

臨時駐車場として利用したグラウンド
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一 般 質 問

　

町
内
の
県
教
職
員
住

宅
に
つ
い
て
、
現
在
入

居
者
が
な
く
、
地
区
に
お
い
て
清
掃
等

を
行
っ
て
い
る
住
宅
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
に
お
い
て
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で

あ
れ
ば
、
周
辺
地
域
住
民
へ
の
防
犯
・

防
災
上
か
ら
し
て
危
険
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

県
の
所
有
物
で
あ
り
ま
す
が
、
地
域

住
民
へ
の
影
響
を
考
え
て
、
県
へ
の
対

応
等
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。　

　

こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
に
県
か

ら
町
へ
取
得
希
望
の
有
無
に
つ
い
て
照

会
が
あ
り
、
関
係
課
で
建
物
内
部
の
確

認
及
び
協
議
を
行
い
、
今
後
の
修
繕
や

維
持
管
理
経
費
等
を
考
慮
し
、
県
に
は

無
償
で
あ
れ
ば
町
営
単
身
住
宅
を
想
定

し
譲
与
を
受
け
た
い
と
回
答
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
こ
の
案
件
に
つ
い
て
県

か
ら
の
回
答
な
ど
進
展
が
な
い
と
こ
ろ

で
す
。
よ
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
県

の
所
有
物
件
で
あ
る
た
め
、
町
と
し
て

関
与
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
管

理
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
へ
は
維

持
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
に
要
請
し
ま

す
。

県営教職員住宅の今後のあり方について

県へ維持管理を徹底するように要請します

松元　昭治　議員

松
元

町
長

県営教職員住宅
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一 般 質 問

　

豊
富
な
湧
水
や
農
業
用

水
を
活
用
し
た
小
水
力
発

電
企
業
誘
致
の
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　

小
水
力
発
電
に
つ
き
ま

し
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
内
、
太
陽
光
や
風
力
と
比
べ

て
、
昼
夜
関
係
な
く
、
年
間
を
通
し
て

安
定
し
た
供
給
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
導
入
促
進
が
期
待
さ
れ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

町
内
の
河
川
及
び
農
業

水
路
等
、
調
査
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

水
力
発
電
構
想
に
向
け

て
条
件
に
適
し
た
河
川
や

農
業
用
水
路
等
、
調
査
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
水
利
権
や
水
量
の
問
題

等
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

増
え
続
け
る
鳥
獣
被
害

対
策
と
し
て
侵
入
防
止
ネ

ッ
ト
設
置
を
行
っ
て
い
る
が
、
成
果
は

ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
は
ど
う

か
。

　

現
在
ま
で
96
㎞
の
侵
入

防
止
ネ
ッ
ト
の
事
業
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
農
作
物
の
被
害
は
確

実
に
軽
減
さ
れ
、
農
家
の
生
産
意
欲
に

繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

国
等
の
事
業
を
活
用
し
、
未
実
施
区
域

へ
の
被
害
軽
減
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
、
近
隣
の
市

町
村
と
連
携
し
て
、
食
肉
加
工
と
し
て

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

近
隣
市
町
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
捕
獲
個
体
の

処
理
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

増
え
続
け
る
鳥
獣
被
害

対
策
の
総
結
集
と
し
て
、

県
境
を
越
え
た
市
町
村
が
連
携
し
た
広

域
的
な
駆
除
対
策
等
の
考
え
は
な
い
か

伺
い
ま
す
。　

現
在
、
環
霧
島
会
議
、

姶
良
・
伊
佐
地
域
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
協
議
会
等
に
お
い
て
、
隣

県
と
連
携
を
含
め
、
一
斉
確
保
の
実
施

や
捕
獲
区
域
の
調
整
等
に
つ
い
て
、
協

議
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

西牟田　徹也　議員

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

西
牟
田

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

再生可能エネルギー水力発電企業誘致を

今後，導入促進に期待したい

農業用岳水路

侵入防止ネット対策の状況
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少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫
負担制度２分の１復元をはかるための，2014年度
政府予算に係る意見書採択の要請について

陳情者：湧水町川西　平谷　和文　氏

　将来を担う子どもたちへの教育は極めて重要であり，子どもや若者の学びを切れ
め目なく支援し，人材育成・創出から雇用・就業の拡大につなげる必要がある。こ
うした観点から，さらなる少人数学級の推進及び教育の機会均等と水準の維持向上
をはかるため，義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１に復元することな
どの旨の意見書を関係大臣へ提出していただきたいとするもの。

　日本は，ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）諸国に比べて，１学級当た
りの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多くなっている。ま
た，暴力行為や不登校，いじめ等生徒指導面の課題が深刻化し，特別
な支援を必要とする子どもが顕著に増えている中で，一人ひとりの子
どもに対するきめ細かな対応を行うためには，学級規模縮減以外の
様々な定数改善が必要である。さらに，三位一体改革により，義務教
育費国庫負担制度の国負担割合は，２分の１から３分の１に引き下げ
られ，自治体の財政を圧迫しているとする陳情の主旨は理解できる。
※採択により，関係各大臣宛てに意見書を提出しました。

道州制導入に関する意見書について
発議者：湧水町議会　議会運営委員長　池上滝一

　我々町村議会は、平成２０年以来、町村議会議長全国大会において、その総意
により、「住民自治の推進に逆行する道州制は行わないこと。」を決定し、本年４月
１５日には、全国町村議会議長会が「町村や国民に対して丁寧な説明や真摯な議論
もないまま、道州制の導入が決定したかのごとき法案が提出されようとしているこ
とは誠に遺憾である。」とする緊急声明を行った。
　しかしながら、与党においては、道州制導入を目指す法案の国会への提出の動き
が依然としてみられ、また、野党の一部においては、既に「道州制への移行のため
の改革基本法案」を第１８３回国会へ提出し、衆議院内閣委員会において閉会中審
査となっているなど、我々の要請を無視するかの動きをみせている。
　これらの法案は、道州制導入後の国の具体的なかたちを示さないまま、期限を区
切った導入ありきの内容となっており、事務権限の受け皿という名目のもと、ほと
んどの町村においては、事実上の合併を余儀なくされるおそれが高いうえ、道州は
もとより再編された「基礎自治体」は、現在の市町村や都道府県に比べ、住民と行
政との距離が格段に遠くなり、住民自治が衰退してしまうことは明らかである。
　町村は、これまで国民の生活を支えるため、食料供給、水源涵養、国土保全に努
め、伝統・文化を守り、自然を活かした地場産業を創出し、住民とともに個性ある
まちづくりを進めてきた。それにもかかわらず、効率性や経済性を優先し、地域の
伝統や文化、郷土意識を無視してつくり上げる大規模な団体は、住民を置き去りに
するものであり、到底地方自治体と呼べるものではない。多様な自治体の存在を認
め、個々の自治体の活力を高めることが、ひいては、全体としての国力の増強につ
ながるものであると確信している。
　よって、我々湧水町議会は、町村や国民に対して丁寧な説明や真摯な議論もない
まま，住民自治の推進に逆行する道州制導入は，断固反対する。

　上記，意見書を原案とおり可決し，関係各大臣宛に提出しました。

採択

議員発議

どうなった !

道
州
制
導
入
に
つ
い
て

私
の
陳
情
書
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こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

報 告 第 ２ 号 湧水町土地開発公社の経営状
況の報告について

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により，
湧水町土地開発公社の経営状況について報告する
もの。

－

報 告 第 ３ 号 平成２４年度湧水町健全化判
断比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条
第１項の規定に基づく，平成２４年度湧水町健全
化判断比率の４指標を報告するもの。

－

報 告 第 ４ 号
平成２４年度湧水町水道事業
会計資金不足比率の報告につ
いて

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２
条第１項の規定に基づく，平成２４年度湧水町水
道事業会計 資金不足比率を報告するもの。

－

認 定 第 １ 号 平成２４年度湧水町一般会計
歳入歳出決算の認定について

歳入　　75億7846万5537円
歳出　　72億4513万8153円
差引　　3億3332万7384円

認定

認 定 第 ２ 号
平成２４年度湧水町国民健康
保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

歳入　　15億2037万7506円
歳出　　14億9171万1507円
差引　　2866万5999円

認定

認 定 第 ３ 号
平成２４年度湧水町介護保険
事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

歳入　　12億7409万6059円
歳出　　12億5949万109円
差引　　1460万5950円

認定

認 定 第 ４ 号
平成２４年度湧水町後期高齢
者医療事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

歳入　　1億3374万6141円
歳出　　1億3368万2241円
差引　　6万3900円

認定

認 定 第 ５ 号
平成２４年度湧水町水道事業
会計歳入歳出決算の認定につ
いて

給水収益　1億5589万7352円
当年度純利益　408万4210円 認定

議案第３７号
平成２４年度湧水町水道事業
会計未処分利益剰余金の処分
について

地方公営企業法の規定により，平成24年度湧水町
水道事業会計未処分利益剰余金のうち９０万円を
減債基金に積立て，残余を繰り越すことについて，
議会の議決を求めるもの。

原案可決

議案第３８号 財産の取得について
平成２５年度消防ポンプ自動車購入事業により，
幸田分団に配置する消防ポンプ自動車１台を取得
したいため，議会の議決を求めるもの。

原案可決

議案第３９号 平成２５年度湧水町一般会計
補正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3030万3
千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ66億4463万7千円とするもの。

原案可決

議案第４０号
平成２５年度湧水町国民健康
保険事業特別会計補正予算

（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ832万8
千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ15億9313万5千円とするもの。

原案可決

議案第４１号
平成２５年度湧水町介護保険
事業特別会計補正予算（第１
号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ123万6
千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ13億2264万8千円とするもの。

原案可決

議案第４２号 平成２５年度湧水町水道事業
会計補正予算（第２号）

入札執行に伴う減額及び漏水調査業務委託の追加
並びに修繕費の増額が主な補正の内容 原案可決

陳 情 第 １ 号

少人数学級の推進などの定数
改善と義務教育費国庫負担制
度２分の１復元をはかるため
の，2014年度政府予算に係る
意見書採択の要請について

P12参照 採　　択

発 議 第 ５ 号

少人数学級の推進などの定数
改善と義務教育費国庫負担制
度２分の１復元をはかるため
の，2015年度政府予算に係る
意見書について

P12参照 原案可決

発 議 第 ６ 号 道州制導入に関する意見書 P12参照 原案可決
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傍聴にお越しください。

次の定例会は12月上旬予定

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委  

員  

長　

吉
永　

義
和

副
委
員
長　

宮
里　

廣
昭

委　
　

員　

橋
元　

義
嗣

　

  

同　
　

 

松
元　

昭
治

　

  

同　
　

 

綾
織　

ま
ち
子

　

  

同　
　

 

西
牟
田　

徹
也

　

朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
稲
作
等
の
収

穫
で
お
忙
し
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
今
回
、
第
３
回
定
例

会
で
は
、
補
正
予
算
に
続
き
、

24
年
度
の
決
算
の
歳
入
歳
出

に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
で

予
算
と
成
果
に
つ
い
て
、
審

査
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
広
報
誌
に
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。
住
民
一
人

一
人
の
目
線
で
見
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
会

に
対
し
ま
し
て
、
ご
指
導
や

ご
意
見
等
下
さ
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

宮
里　

廣
昭

「住民と語ろう会」開催 
今年度より「議会報告会」を「住民と語ろう会」として開催します。

今年は下記日程により，開催いたしますので，是非お近くの会場にお越しください。

期　　　日 対　象　地　区 会　　　　場

11月26日（火）
午後7時～

川 添 地 区 川添地区生活改善センター

長 谷 地 区 長谷地区林業集会センター

上 場 地 区 上場農業構造改善センター

鶴 丸 地 区 鶴丸地区生活改善センター

11月27日（水）
午後7時～

下 川 西 地 区 下川西地区コミュニティセンター

停 車 場 地 区 湧水町コミュニティ防災ｾﾝﾀｰ

上 川 西 地 区 湧水町吉松中央公民館

幸 田 地 区 湧水町幸田コミュニティセンター

11月28日（木）
午後7時～

西 下 場 地 区 西下場地区公民館

東 中 下 場 地 区 東中下場青少年自立自興館

老 竹 地 区 老竹地区コミュニティセンター

北 方 地 区 北方コミュニティセンター

11月29日（金）
午後7時～

轟 地 区 轟地区農事集会所

米 永 地 区 米永コミュニティセンター

般 若 寺 地 区 般若寺地区生活改善センター

中 津 川 地 区 中津川コミュニティセンター


